


ホログラムステッカー印刷：セキュリティホログラムの作り方と、コスト・最小発注数量・納期を左右する要因

Details

結論から： ホログラムステッカー印刷は、複数の工程を経て作られます。まず光学マスターを原版作成し、それをニッケル製のエンボス用シムに複製して、フィルムにエンボス加工を施し、
金属蒸着を行います。その後、フィルムに重ね印刷を行い、必要に応じて改ざん検知用のVOID層とシリアル番号を加え、ダイカットします。コスト、最小発注数量、納期の大半は、専用
マスターが必要かどうかと、その上にセキュリティ層をいくつ重ねるかで決まります。

ホログラムステッカー印刷の見積りを三社に依頼したところ、同じ製品とは思えない三通りの回答が返ってきた、という経験はありませんか。実際、同じ製品を指していないことがよくあり
ます。「ホログラム」という同じ言葉が、デスクトップ型カッターのある店ならどこでもカットできるレインボービニール、数千のブランドが共有する汎用セキュリティ箔、そしてマスター
が管理施設の外に出ることのない専用原版作成の光学デバイスまで、まったく別のものを指しているためです。本ガイドでは各製造工程を解説しますので、不要な型・版に費用を払ったり、
必要な層を省いたりする前に、自分が見積りを受けているのがどれなのかを見極められます。

ホログラムステッカーの見積りがこれほど違うのはなぜ？
問題点： 購入担当者は単価を比べますが、本当のコストは最初のラベルを印刷する前の判断にあります。たとえば、光学マスターを誰が所有するのか、ホログラムを印刷アートワークと見当
合わせする必要があるか、すべてのラベルに固有番号が必要か、といった点です。

なぜ困るのか： 偽造は一部の限られたリスクではありません。OECDとEUIPOの推計によると、偽造品が占める割合は 世界貿易の2.3%、約USD 467十億、2021
年[1]でした。2024年には、EU域内の税関および取締当局が 約112百万点、推定EUR 3.8十億相当の偽造品[2]を差し止めました。安価な汎用の「セキュリティ」ステッカーに
対する購入者の公開レビューでも、同じ不満が繰り返されています。ラベルが丸ごときれいに剥がれる、痕跡が薄すぎて気づけない、パックをまたいでシリアル番号が重複している、といっ
たものです。安全そうに見えても貼り直せるラベルは、お金の無駄になるうえ、誤った安心感まで与えてしまいます。

解決策： 製造工程の流れを理解することです。各工程が何を加えるのかが分かれば、自社製品に本当に必要な工程を見極め、サプライヤーに工程ごとに分けて見積もってもらえます。
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ホログラムステッカーとは、そもそも何か？
ホログラムステッカーとは、表面に回折による像や、見る角度で変わる色の変化が現れる粘着ラベルの総称です。商業的には三種類の異なる構造を指しており、名称よりもその違いのほうが
重要です。

装飾用ホログラムフィルム。 一般的なレインボーやパターンの質感を持つ金属蒸着フィルムに、通常のインキで印刷したものです。高級感はありますが、同じフィルムは誰でも購
入でき、ラベルもたいていきれいに剥がれます。
セキュリティホログラム。 単一のブランドまたは単一のプログラムのために作られたマスターからエンボスされた、回折マイクロ構造です。2D/3Dの奥行き表現、動きのある
効果、マイクロ文字、隠し画像を盛り込めます。役割は真贋判定、つまり「これは本物か？」を確かめることです。
改ざん検知（VOID）ホログラム。 セキュリティホログラムまたは汎用ホログラムに、パターン化した剥離層を組み合わせたものです。剥がすとラベルが破れ、メッセージや
パターンが残ります。役割は未開封性の確認、つまり「開封されていないか？」を確かめることです。

https://www.euipo.europa.eu/en/publications/mapping-global-trade-in-fakes-2025
https://www.euipo.europa.eu/en/publications/mapping-global-trade-in-fakes-2025
https://taxation-customs.ec.europa.eu/news/european-union-detains-112-million-counterfeit-items-worth-eu38-billion-2024-2025-10-01_en


EUIPOの偽造対策技術ガイドによると、従来型のホログラムは、紙、プラスチック、布地のほか、破壊型ラベルなどの改ざん検知素材にも適用できます。また、カラー印刷、スキャン、
撮影だけでは複製できないとされていますが、確実に確認するには、比較対象となる本物の基準品が必要です（ EUIPO技術ガイド[3]）。VOID構造については、同じガイドが、ラベ
ルが色の一部を「void」、専用のテキスト、ロゴとして製品側に残すと説明しています。いったん剥がしたラベルは、完全性を元に戻せません。製品側のメッセージを拭き取っても、ラベ
ルを貼り直すとネガ像として浮かび上がります。出典： EUIPOのVOIDラベル[4].

セキュリティホログラムステッカーは、機能層を重ねた構造です。真贋判定と改ざん検知は、それぞれ別の層に組み込まれています。

ホログラムステッカー印刷はどのように進むのか：工程別に解説
以下は、改ざん検知とシリアル化を任意で加える、専用セキュリティホログラムの工程です。装飾用ラベルは購入済みのフィルムから始めるため、ステップ2 to 4を省略します。各ステッ
プには、購入者が下すべき判断も記しています。

ステップ1：アートワークより先に脅威を定義する

ISO 22383:2020は、真贋判定をライフサイクル全体の課題として位置づけています。同規格が定めているのは、 真贋判定ソリューションの性能基準と評価方法[5] であり、特定
の技術を指定することはあえて避けています。実務上は、誰が自社製品を複製または改ざんしうるか、サプライチェーンのどこでそれが起こりうるか、そして誰がラベルを確認するのか（消
費者、返品担当者、鑑定ラボのいずれか）を書き出すことを意味します。その答えによって、そもそも専用マスターが必要かどうかが決まります。

ステップ2：光学マスターを原版作成する

マスターこそがセキュリティ資産です。ドットマトリックス、リソグラフィ、電子ビームのいずれかの方式で原版作成され、回折構造（奥行き層、色の切り替わり、マイクロ文字、レーザー
または拡大鏡でしか見えない隠し画像）が記録されます。原版作成は一度きりの費用で、専用プログラムにおける最大の固定費項目です。ここで確認すべきことは二つあります。第一に、マ
スターを誰が所有し、保管するのか。第二に、画像を登録できるのか。International Optical Technologies Association（旧IHMA）は、
Security Image Register[6]を運営しています。このレジスターは2024年一月にHologram Image Registerから拡張されたもので、ICC
のCounterfeiting Intelligence Bureauが運用し、二つのプログラムが同じ画像を使うことを防ぐ助けになります。

ステップ3：ニッケルシムを電鋳する

マスターは繊細すぎて印刷機にかけられないため、電鋳によってニッケルシムに複製します。続いて、このシムを「再結合」（ステップ・アンド・リピート）して、エンボス機の幅に合わせ
た量産用シムにします。シムは摩耗しますし、ラベルサイズを大きくしたりレイアウトを変えたりすると、再結合し直す必要が出ることもあります。そのため、ホログラムの占有面積を変え
るほうが、印刷アートワークを変えるよりも通常は高くつきます。

https://euipo.europa.eu/anti-counterfeiting-and-anti-piracy-technology-guide/print/pdf/node/20
https://euipo.europa.eu/anti-counterfeiting-and-anti-piracy-technology-guide/mechanical-technologies/labels/void-labels
https://www.iso.org/standard/50285.html
https://iot-association.org/image-register/


ステップ4：フィルムにエンボス加工と金属蒸着を行う

シムが、加熱・加圧のもとでコーティング済みポリエステルフィルムに、またはUV硬化型コーティング（UVキャスティング）に、マイクロ構造を押し付けます。エンボスされたレリーフ
は、コーティングするまで目に見えません。アルミニウムの真空蒸着によって、明るく不透明になります。透明な高屈折率コーティングなら透け感が保たれ、ホログラムを印字データの上に
配置する場合に使われます。選択的な脱金属加工で透明の窓を開け、見当合わせの効果を出すこともできます。エンボス加工と金属蒸着はロール単位で行われるため、経済的に成り立つ最小
数量はラベルの枚数ではなくフィルムの長さに紐づきます。これが、専用ホログラムの最小発注数量がデジタル印刷ステッカーのそれと異なる挙動を示す理由の一つです。

マスターから完成ラベルまで：矢印の一つひとつが、コスト・時間・セキュリティを加えうる工程です。

ステップ5：改ざん検知層を加える（必要な場合）

VOID構造では、接着剤を塗布する前に、剥離コーティングをパターン状（テキスト、市松模様、ハニカム、ブランドマーク）に印刷します。ラベルを剥がすと、設計どおりそのパターン
に沿って接着が破断します。パターンが表面側に残るか、ラベル側に残るか、その両方に残るかは、転写タイプの選択です。この選択については、当社の 専用VOIDホログラムラベル の
ページで詳しく解説しているため、ここでは繰り返しません。なお、改ざん検知機能は、ホログラムではなく粘着構造から生まれます。ホログラム単体では、剥がして再利用できてしまいま
す。

ステップ6：アートワークを重ね印刷する

ブランドのグラフィックは、フレキソ、オフセット、スクリーン、またはデジタル方式で、ホログラムの上または周囲に印刷します。金属面の上で色が半透明になってしまわず、ベタ色を保
ちたい箇所には、白の下地をよく印刷します。コスト面で重要な判断は見当合わせです。「ウォールペーパー」型のホログラムは連続して繰り返される柄で、アートワークはどこに載っても
構いません。見当合わせ型のホログラムは、特定の印刷要素と位置を合わせる必要があるため、見当マークと、より厳密な印刷機の制御が要ります。「ホログラムがほとんど見えなかった」
「虹が絵と逆方向に流れていた」といった公開の苦情は、たいてい実物の校正刷りではなく平面画像で承認したことが原因です。顧客が実際に使う照明と見る角度で、効果を確認させてもら
いましょう。

ステップ7：可変データでシリアル化する

連番、バーコード、固有のQRコードは、熱転写、インクジェット、またはレーザーマーキングでインラインに付与します。シリアル化によってラベルを一枚ずつ追跡できるようになり、こ
れはホログラム単体では埋められない部分です。EUの偽造医薬品に関する規則を例にとると、その考え方がよく分かります。 委任規則（EU）2016/161[7] は、固有識別子と改ざ
ん防止装置を、別個の二つの安全機能として求めています。書面による一意性のルール（注文をまたいで番号を再利用しない）と、出荷時に添付する番号ログを必ず求めてください。

https://jp.zigpac.com/custom-stickers/custom-void-hologram-security-labels.html
https://eur-lex.europa.eu/eli/reg_del/2016/161/oj/eng


ステップ8：ダイカット、検査、廃棄物の管理

ラベルはライナー上でキスカットされ、剥がして持ち上げるのではなく破れるように、セキュリティスリットを入れることもあります。その後、検査を行い、巻き取りまたはシート状に仕上
げます。セキュリティ用途では、刷り損じと余剰生産分を数えて廃棄しなければなりません。本物でありながら管理外のラベルは、偽物よりも見抜きにくいからです。ISO
14298:2021は、 セキュリティ印刷工程のマネジメント規格[8]です。この規格は2013年版に置き換わったもので、光学的な品質ではなく、顧客要求事項、材料、原本、廃棄物
に対する管理を対象としています。

真贋判定と改ざん検知は別々の役割です。光学像が出所を証明し、剥離パターンが開封を証明します。

汎用箔と専用原版作成：選択肢の比較
この表は、購入者が混同しがちな五つの構成を比較したものです。水準は相対的なものです。実際の数値はサイズ、数量、サプライヤーによって変わるため、書面の見積りで確認してくださ
い。

構成 専用化される部分 一度きりの型・版 最小発注数量を左右する主因 納期を左右する主因 複製への耐性 開封痕跡
装飾用レインボーフィルム
＋印刷 アートワークのみ 抜き型（デジタル印刷

では不要なことが多い） 印刷機の段取り 印刷の順番待ち 低：フィルムが広く流
通している なし：きれいに剥がれる

汎用セキュリティ箔＋専用
の重ね印刷 アートワーク、色 版／抜き型 汎用箔ロールの在庫状況 印刷の順番待ち 低〜中：画像が共有さ

れている
VOID層を追加した場
合のみ

専用原版作成のホログラム 光学像、マイクロ文字、
隠し機能 マスター＋シム フィルムのエンボス加工・金属

蒸着の生産ロット 原版作成と校正承認 高：独占的で登録可能
な画像

VOID層を追加した場
合のみ

専用ホログラム＋VOID
剥離層

上記＋剥離パターンまた
はメッセージ

マスター＋シム＋パター
ン

フィルムの生産ロット＋コーティ
ングの段取り

原版作成＋自社の貼
付面での接着試験 高 あり：元に戻せないパター

ン
専用ホログラム＋VOID
＋シリアル化

上記＋固有番号またはコー
ド 上記＋データ設定 フィルムの生産ロット＋データ

ファイル 上記＋データ検証 高＋個体ごとのトレー
サビリティ あり：固有IDに紐づく

https://www.iso.org/obp/ui/en/#iso:std:80070:en


汎用箔は、どの購入者に対しても同一です。専用マスターなら、画像を自社だけのものにできます。

コスト・最小発注数量・納期を左右するものは？
工程が整理できれば、ホログラムステッカー印刷の価格構造は予測しやすくなります。固定費は、原版作成、シム、抜き型、剥離パターンの段取り、可変データのプログラミングから生じ、
デザインごとに一度だけ支払います。変動費は、フィルム面積、金属蒸着、インキ、粘着剤、検査から生じ、数量とラベルサイズに応じて増減します。EUIPOは、VOIDラベルのコス
トを 「かなり低いが、カスタマイズによって変動する」と説明しています。その通りで、主に対価を払っているのはステッカーそのものではなく、カスタマイズです。

見積りの大半は、サプライヤーが金額を示す前の、次の四つの問いで決まります。

独占的な画像は必要ですか？ 不要なら、汎用セキュリティ箔を使うことで、原版作成のコストと時間を省けます。ただし、偽造が本当の脅威であるなら、共有画像では防御効果が1.
ほとんどありません。
ホログラムをアートワークと見当合わせする必要がありますか？ 見当合わせには印刷機の制御が必要で、損紙も増えます。ウォールペーパー型のホログラムのほうが安価で、早く2.
仕上がります。
開封痕跡は必要ですか？ 必要な場合は、実際のパック表面での接着試験を予算に組み込んでください。プラスチック、コーティング、曲面のエッジでは挙動が異なります。3.
個体ごとのトレーサビリティは必要ですか？ 必要な場合は、アートワークを確定する前に、番号の形式、一意性のルール、データの受け渡し方法を定義してください。4.

規制が選択を強制することはほとんどありません。米国の一般用医薬品（OTC医薬品）については、 21 CFR 211.132[9] が、改ざんの目に見える証拠を示す表示または障壁
を備えた包装に加え、パターン、名称、登録商標、ロゴ、写真などの識別特性を求めています。ホログラムは要件ではありません。専用ホログラムは、その識別特性を備える一つの方法です。
同様に、NISTの FIPS 140-3[10]は、2019年3月22日に公表されたもので、暗号モジュールに対する要件を定めており、ラベルのための要件ではありません。タンパーシー
ルがモジュールの物理的セキュリティの一部になることはありますが、検証の対象となるのはモジュールです。安全な表現や保証文言については、当社の次のガイダンスをご覧ください： 改
ざん検知ホログラムラベルのページ.

よくある質問
Q：ホログラムステッカーとは何ですか？セキュリティホログラムと同じですか？

必ずしも同じではありません。ホログラムステッカーとは、回折による色変化を示す表面を持つラベル全般を指します。多くは誰でも購入できる装飾用フィルムです。セキュリティホログラ
ムは、特定の所有者のために作られたマスターからエンボスされ、マイクロ文字や隠し機能を備えていることも多く、真贋判定の機能として使えます。

Q：スキャナーや高性能プリンターで、ホログラムをコピーされることはありますか？

https://www.ecfr.gov/current/title-21/chapter-I/subchapter-C/part-211/subpart-G/section-211.132
https://csrc.nist.gov/pubs/fips/140-3/final
https://jp.zigpac.com/custom-stickers/custom-void-hologram-security-labels.html
https://jp.zigpac.com/custom-stickers/custom-void-hologram-security-labels.html


直接的にはありません。画像は物理的なマイクロ構造なので、カラー印刷、スキャン、撮影では回折効果を再現できません。ただし、執拗な偽造者が、似せた原版作成を試みる可能性はあり
ます。だからこそ、マスターの保管管理、画像登録、そして検査担当者向けの本物の基準サンプルがいずれも重要になります。

Q：包装のアートワークが変わるたびに、新しいマスターが必要ですか？
通常は不要です。重ね印刷のグラフィック、色、シリアル番号は、マスターに手を加えずに変更できます。新しいマスターやシムが必要になるのは、光学像そのもの、そのサイズ、またはウェ
ブ全体でのレイアウトが変わる場合に限られます。

Q：製品へのホログラムステッカーの貼付を義務づける法律はありますか？

消費財にホログラムを義務づける一般的な米国法やEU法はありません。OTC医薬品向けの21 CFR 211.132や、処方薬向けのEU 2016/161のような個別の規則は、
改ざん検知機能または固有識別子を求めており、ホログラムはその要件の一部を満たす方法の一つになり得ます。

Q：サプライヤーが本物のセキュリティホログラムステッカー印刷を行っているかどうかは、どう見分けられますか？

認証の取得範囲がISO 14298に基づくセキュリティ印刷を含んでいるか、確認してください。マスターとシムを誰が保管しているか、自社の画像をIOTA Security
Image Registerに登録できるか、刷り損じをどう廃棄するか、シリアル番号の一意性をどう保証するかも確認しましょう。光沢のあるサンプルだけでは、これらは何も証明できま
せん。

Q：VOIDホログラムであらゆる改ざんを防げますか？

いいえ。開封を目に見える形にし、隠しにくくはしますが、中身を入れ替えて別のラベルを貼ることまでは防げません。独占的な画像と固有のシリアル番号を組み合わせれば、その隙を埋め
られます。

要点
偽造は仮説ではなく、測定可能な問題です。 ― 世界貿易の2.3%、約USD 467十億、2021年の推計 (出典)
取り締まりへの圧力は高まっています。 ― 約112百万点、EUR 3.8十億相当の偽造品をEUで差し止め、2024年実績 (出典)
セキュリティ資産はステッカーではなく、マスターです。 ― 画像登録は2024年一月にSecurity Image Registerへ拡張されました (出典)
セキュリティ印刷には、専用のマネジメント規格があります。 ― ISO 14298:2021は2013年版に置き換わりました (出典)
識別性と未開封性は、別々の機能です。 ― EU 2016/161は、2つの安全機能、すなわち固有識別子と改ざん防止装置を求めています (出典)
米国のOTC医薬品の規則が求めるのは改ざん検知であり、ホログラムではありません。 ― 21 CFR 211.132 (出典)

まとめ
ホログラムステッカー印刷は単一の工程ではなく、原版作成、シム、エンボス加工、金属蒸着、任意の改ざん検知層、重ね印刷、シリアル化、管理された仕上げという一連の連鎖です。各工
程はコストかセキュリティのどちらかを加えるため、適切なラベルには、自社の脅威モデルが必要とする工程だけを含めます。独占的な画像、開封痕跡、個体ごとのトレーサビリティが必要
かどうかを決めましょう。そのうえで、それぞれを分けて見積もってもらえば、同じ条件でサプライヤーを比較できます。この要件をサンプルと見積りに落とし込む準備ができたら、まず当
社の次のページから始めてください： 専用VOIDホログラムセキュリティラベル.
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